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VFTについて(前回橋本さん資料より)
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VFTについて(前回橋本さん資料より)



VFT-最近の状況

• CDCの(磁場なし)直線TrackingにVFTのUV層の交点を追加したTracking
のstudyが進行中(東北大M2 程田)
• 宇宙線データ->”上半分”と”下半分”の直線がどの精度で一致するか?

• ビームを当てたデータ→標的容器がどの程度の位置分解能で見えるようになるか?

•修理方法の検討
• 業者(エム・ライン)に検討して

   もらった修理方法を試したファイバー束

(テストモジュール)を送ってもらい、

   線源を当てオシロスコープ･ADCで

   光量を調べる

反射材
(酸化チタン)

セメントで接着＋
カプトンのスリーブをつける



VFT-修理方法の検討
•中継(接着+スリーブ)について

• 工程･素材の再検討をお願いしている
• シリコン/エポキシで接着?

• スリーブはカプトン?アルミ?反射材も塗る?

ADCデータ
根本付近
40cmほど遠い側
(処置した点を挟む)

pedestal(0) peak ch peak-pedestalNphoton (ざっくり) 遠/近

通常1 近 773.1 1404.4 631.3 23.2

遠 773.1 1335.2 562.1 20.7

通常2 近 776.2 1450.3 674.1 24.8

遠 776.2 1364.7 588.5 21.6

通常3 近 765.0 1450.9 685.9 25.2

遠 765.0 1355.00 590.0 21.7

接続1 近 775.7 1450.4 674.7 24.8

遠 775.7 1062 286.3 10.5

接続2 近 783.5 1417.25 633.8 23.3

遠 783.5 867.7 84.2 3.1 参考

接続3 近 784.8 1428.7 643.9 23.7

遠 784.8 1048.1 263.3 9.7

接続4 近 775.6 1479.4 703.8 25.9

遠 775.6 1000.5 224.9 8.3

0.41

0.89

0.87

0.86
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0.13

0.32

Threshold(photon)

平均photon 3 4 5 6 7 8 9

3.1 0.62 0.80 0.91 0.96 0.99 1.00 1.00

8.3 0.03 0.08 0.17 0.28 0.41 0.55 0.68

10 0.01 0.03 0.07 0.13 0.22 0.33 0.46

15 0.00 0.00 0.00 0.01 0.02 0.04 0.07

17 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.01 0.03

21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

23 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

Poisson 分布で見積もった失うイベント割合

宇宙線･ビームデータは
これくらいで取った(もう少し下げたいが…)

中継のクオリティ
にばらつきあり

一番良いものでも
平均photon数は
正常なものの半分
程度になる



VFT-修理方法の検討
• 反射材(酸化チタン)

• ダメージを大きく負っている17本の帯(切断済み)を含む64本のファイバーに反射材を塗って送っても
らった

• (テストモジュールでは意図的にクラッドに傷をつけたものに塗布していたが効果がなかった、また傷が浅すぎて光量のロス
も少なかった)



VFT-修理方法の検討
• 宇宙線データでのVFT軸方向位置-カウント数の分布と見比べる

 大

あるとこ でカウント
が切れる hも
 れより は効かない

全範囲でカウントはあるが
カウント数が少なかった
(他の1/4-1/8程度)
ものには効果がある?

外すときの2次災害も起きている

ADCデータ
根本付近
40cmほど遠い側
ファイバーの端に近い側

根元でカウントが切れるとこ 
では効き目が小さい



VFT-修理方法の検討
• 効き目がないファイバーの状況を目視確認

ファイバーのコア
にダメージが入っ
ているようなもの
には効かない
(反射材がクラッド
の代わりになると
思えば当然だが)

ADCデータ
根本付近
40cmほど遠い側
(処置した点を挟む)



まとめ

• VFTはK中間子原子核実験用のスペクトロメータの標的周辺を
覆うファイバートラッカー

• 6月のビームタイムで標的周辺に設置してのデータを、 のの
ち宇宙線でデータを取得した
• ビーム軸方向位置分解能に関する解析が進行中(東北大M2程田)

• 多く(70本程度)のファイバーに折れ、傷などがあり十分なefficiencyが出
ていない。修理方法を業者とやり取りしながら検討中。
• 今月～来月頭? 修理方法の決定

• 2月? 修理されてきた実機の線源での試験(･追加修理)
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